
収
益
性
や
生
産
基
盤
を「
見
え
る
化
」す
る

　

本
州
よ
り
南
の
地
域
で
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

が
人
工
林
の
主
な
樹
種
で
す
が
、
北
海
道
で
は
、

カ
ラ
マ
ツ
と
ト
ド
マ
ツ
が
人
工
林
資
源
の
中
心

で
す
図
１

。
カ
ラ
マ
ツ
は
２
０
０
０
年
代
か
ら

伐
採
が
開
始
さ
れ
、
い
ま
で
は
、
よ
り
奥
地
か

ら
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
伐
採
地
に
再
造
林
を
す
る
こ
と
で

将
来
に
わ
た
っ
て
カ
ラ
マ
ツ
の
生
産
・
供
給
体

制
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

一
方
、
ト
ド
マ
ツ
は
近
年
よ
う
や
く
主
伐
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
立
木
段
階
で
材
の
腐
朽
が

入
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、
適
期
に
速
や
か
に
利

用
を
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

再
造
林
で
資
源
を
確
保
し
つ
つ
木
材
生
産
を

進
め
る
た
め
に
は
、
収
益
が
あ
が
る
地
域
か
ら

の
生
産
を
安
定
的
に
確
保
し
な
が
ら
、
今
後
、

生
産
が
期
待
で
き
る
地
域
の
生
産
基
盤
を
整
備

し
て
底
上
げ
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

広
域
で
の
人
工
林
経
営
の
収
益
性
や
生
産
基

盤
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
収

益
が
期
待
さ
れ
る
部
分
を
着
実
に
伸
ば
し
て
、

生
産
基
盤
に
課
題
が
あ
る
地
域
で
は
、
そ
の
整

備
に
向
け
た
道
筋
を
示
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

「
見
え
る
化
」で
課
題
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

そ
こ
で
、
複
数
の
研
究
者
が
協
力
す
る
こ
と

で
、
北
海
道
全
域
で
の
人
工
林
の
資
源
採
算
性

の
「
見
え
る
化
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

林
業
工
学
の
立
場
か
ら
は
伐
出
コ
ス
ト
の
モ

デ
ル
化
を
、
育
林
の
立
場
か
ら
は
生
育
適
地
の

広
域
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
、
経
営
の
立
場
か
ら
は
育

林
コ
ス
ト
や
木
材
の
輸
送
コ
ス
ト
算
出
を
担
当

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
組
合
せ
る
こ
と
で
全

体
像
を
見
渡
せ
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。

　

伐
出
コ
ス
ト
の
モ
デ
ル
化
で
は
、
伐
採
が
奥

地
に
な
る
こ
と
で
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
（
材
を
集
め
て

運
ぶ
重
機
）
に
よ
る
搬
出
作
業
の
コ
ス
ト
が
増
え

ま
す
。
さ
ら
に
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の
往
復
時
間
が

長
く
な
る
こ
と
で
作
業
に
待
ち
時
間
が
で
き
る

と
、
搬
出
以
外
の
コ
ス
ト
も
増
え
て
し
ま
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
図
２

。
こ
の
た
め
、
ト
ラ
ッ

ク
が
走
行
で
き
る
林
道
の
整
備
と
と
も
に
、
作

業
の
待
ち
時
間
を
つ
く
ら
な
い
工
夫
も
大
事
で

す
。
植
栽
樹
種
の
生
育
に
適
し
た
場
所
で
は
、

図１　北海道におけるトドマツとカラマツの資源の分布状況
　　　　 出典：北海道庁、北海道森林管理局の提供資料を用いて作図
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採
し
た
木
材
を
集
め
る
工
程
の
コ
ス
ト
が
減

る
と
と
も
に
、
面
積
あ
た
り
の
収
穫
が
増
え
る

た
め
作
業
道
の
開
設
費
な
ど
の
コ
ス
ト
も
減
り
、

伐
出
の
た
め
の
全
体
の
コ
ス
ト
が
減
少
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
生
育
適
地
に
植
え
る
こ
と

は
伐
出
コ
ス
ト
の
面
か
ら
も
有
利
で
す
。

　

育
林
コ
ス
ト
に
注
目
す
る
と
、
北
海
道
で
は
、

工程間の 待ち時間なし 作業の場合 工程間の 待ち時間あり 作業の場合

林道からの直線距離（ｍ）

伐
出
コ
ス
ト
（
円
／
m3

）

林道からの直線距離（ｍ）

図２　林道からの直線距離に応じた伐出コスト
カラマツ地位指数22の場合。 「地位指数」とは、林齢と上層木の樹高から、その土地の生産力を示した指標値。
出典：宗岡寛子ら(2020)北の森だより 23:6-7
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研究の森から
北海道人工林の
広域での採算性を

「見える化」する



日
本
海
側
の
多
雪
地
域
で
初
期
成
長
の
遅
さ
と

サ
サ
と
の
競
合
に
よ
る
下
刈
り
期
間
の
長
さ
が

コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
ト
ド
マ
ツ
と
カ
ラ
マ
ツ
の
分
布
に
は
偏

り
が
あ
り
、
需
要
（
製
材
工
場
の
立
地
）
に
も
偏
り

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
需
要
に
よ
っ
て
、
地
域
に

よ
る
価
格
差
も
生
じ
て
き
ま
す
。
人
員
や
車
両

不
足
の
中
、
木
材
運
送
業
界
で
は
地
域
で
の
短

距
離
輸
送
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
需
要
と
供
給

を
マ
ッ
チ
さ
せ
る
た
め
に
も
、
木
材
の
安
定
供

給
の
確
保
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

将
来
は
施
業
選
択
や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
ツ
ー
ル
に

　

今
回
の
研
究
に
よ
っ
て
、
カ
ラ
マ
ツ
と
ト
ド

マ
ツ
の
収
益
性
と
生
産
基
盤
の
「
見
え
る
化
」

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
研
究
で
は
、

コ
ス
ト
や
収
支
を
個
別
の
要
素
の
積
み
上
げ
に

よ
り
推
計
し
て
い
る
の
で
、
収
支
改
善
の
か
ぎ

を
考
え
た
り
、
改
善
し
た
際
の
供
給
基
盤
の
変

化
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
図
３

。
今
後
は
モ
デ
ル
の
精
緻
化
や
地
域
で

の
適
用
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
に
基
づ
い
て
、
人
工
林
経
営

の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
進
め
、
保
全
も
含
め
た
施
業

選
択
や
重
点
化
を
考
え
な
が
ら
、
生
産
が
期
待

さ
れ
る
地
域
で
は
需
要
を
満
た
し
、
資
源
を
フ

ル
に
活
用
し
て
い
く
た
め
の
生
産
基
盤
を
維
持
・

整
備
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

図３　カラマツの経営収支の例
図はカラマツでの特定のケースでの計算結果を示している。青い部分はよりコストがかかり、

赤い部分はより収益性が高くなる。条件や想定を変えると結果は変わる。
出典：古家直行ら (2020) 北の森だより 23:8-9

収支（千円／ ha）

◀作業道を利用した場合

アクセス道走行なし
待ち時間なし作業

◀林内を走行した場合

アクセス道走行なし
待ち時間なし作業
傾斜15度以上は作業道利用

-2565〜 -1000

-1000〜 -600

-600〜 -300

-300〜0

0〜500

500〜1000

1000〜2000

2000〜3000

3000〜3500

15 シリーズ◉研究の森から
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Q1. なぜ研究者に？
　私が大学で学んだころは、熱帯地域での森

林減少がクローズアップされていた時代でし

た。私自身は植物や動物に詳しいという学者

ではないのですが、人と森林の営みや自然の

バランスの保ち方、保たれ方に関心がありま

した。

Q2. 影響を受けたことなど
　東南アジアの山岳地域の傾斜地で営まれてい

る焼き畑移動耕作は、短期間に場所を移動し、

利用する面積と保存する面積のバランスが重要

な点、人の生活がかかっている点、自然の再生

力に期待している点、空間配置の幾何学的な美

しさも含め、研究者を志すきっかけを与えてく

れたように思います。

Q3. 研究の魅力とは？
　森林はいろいろな地域に育ってます。世界

中に多様な森林があり、日本にもさまざまな

森林がみられます。そして、森林と生活を共

にする人びとがいて、森林を研究する研究者

もさまざまです。そうした森や人との出会い

はいつも新鮮で新たな感動を与えてくれます。

Q4. 若い人へ
　研究者にもいろんなタイプの人がいます。

研究のルートもひとつではありません。上手

に研究を計画し思い通りの結果が得られるこ

ともあれば、最初考えていた方法ではうまく

行かなかったけれど、根気よく取り組むこと、

観察を続けることで、思いもしていなかった

新たな発見が得られることもあります。何を

見ても何かを吸収できる、関係ないように見

えるものがふとある時つながって見えてくる、

そんな感性を大事にしてほしいと思います。

見てない人、感じていない人にはそのチャン

スは訪れません。


